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詳しい内容については、次にお問い合わせ下さい。

道総研畜産試験場　基盤研究部　飼料環境グループ　田中　常喜

電話（0156）64－0621　FAX（0156）64－6151

E-mail　tanaka-tsuneki@hro.or.jp

写真１　ルーメン液と試料の共培養の様子

ウォーターバス（39℃）内で培養している様子（左）。培養中は、発酵によりガスが発生し、試料が培養液の上面に浮いてくる（右）ため、定期的に静かに振

り混ぜる。発生したガスを逃がすための弁が、試験管のゴム栓に付けられている。

表１　牧草サイレージ（GS）ととうもろこしサイレージ（CS）の可消化NDF（dNDF）あるいは未消化NDF（uNDF）

を予測する近赤外分析用検量線（NIRS 検量線）の精度

図１　培養に用いる牛の第一胃内の液

（ルーメン液）の違いによる未

消化 NDF の比較

▲ CS：とうもろこしサイレージ、〇 GS：牧草サイレ

ージ、×HL: 低水分ロールサイレージ（ヘイレージ）、

□ FG: 青刈り牧草

図２　牧草サイレージ (GS) およびとうもろこしサイレージ (CS) の

NDF 消化率の入力の有無における飼料設計の予測乳量と実

測乳量

飼料設計ソフトAMTSの粗飼料NDF消化率に値を未入力（左）あるいは分析値を入力（右）し、

予測乳量（縦軸）と実測乳量（横軸）を比較した。

〇：酪農試のGS給与試験データ（根釧農試・畜試、2015）

●：酪農大のGS＋CS給与試験データ（福田ら、2019）


